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「
発
達
障
が
い
」を
理
解
し
よ
う

　

「
発
達
障
が
い
」と
い
う
言
葉
を
、
最
近

よ
く
聞
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
発
達

障
が
い
の
人
は
昔
か
ら
い
ま
し
た
。「
自

分
勝
手
」、「
変
わ
っ
た
人
」、「
困
っ
た
人
」

と
誤
解
さ
れ
、
障
が
い
を
見
過
ご
し
て
い

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

発
達
障
が
い
は
、
広
汎
性
発
達
障
が
い

（
自
閉
症
、ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
な
ど
）、

学
習
障
が
い
、
注
意
欠
陥
多
動
性
障
が
い

な
ど
、
先
天
的
な
脳
の
障
が
い
で
す
。
対

人
関
係
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手

で
、
ほ
か
の
人
が
当
た
り
前
に
で
き
る
学

習
や
行
動
が
う
ま
く
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
一
方
で
、
高
い
集
中
力
、
専
門

家
顔
負
け
の
知
識
な
ど
、
優
れ
た
力
を
発

揮
す
る
人
も
い
ま
す
。

悩
み
は
抱
え
込
ま
ず
に
相
談
を

　

発
達
障
が
い
は
、
生
活
の
中
で
困
難
な

も
の
、
苦
手
な
も
の
が
一
人
一
人
違
い
、

複
数
の
障
が
い
を
持
つ
場
合
も
あ
り
ま
す
。

私
の
息
子
は
、
知
的
障
が
い
の
あ
る
自
閉

症
で
す
。
障
が
い
が
分
か
り
、
出
口
の
な

い
ト
ン
ネ
ル
が
永
遠
に
続
く
よ
う
な
絶
望

感
の
中
で
も
が
い
て
い
た
と
き
、
同
じ
境

遇
の
保
護
者
た
ち
と
の
出
会
い
が
、
一
筋

の
光
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、

同
じ
境
遇
の
親
た
ち
を
支
援
す
る「
※
１

ペ

ア
レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー
鳥
取
」
の
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
家
族
の
相
談
、
親
の
会
の
紹

介
、
研
修
会
、
情
報
提
供
、
啓
発
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。悩
み
は
一
人
で
抱
え
ず
、

ま
ず
は
話
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
う
ち
の
子
は
発
達
障
が
い
な

の
で
は
」
と
気
に
な
る
人
も
、
相
談
機
関

に
連
絡
す
れ
ば
、
障
が
い
の
早
期
発
見
、

適
切
な
※
２

療
育
に
つ
な
が
り
ま
す
。

※
１ 

ペ
ア
レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー
…「
よ
き
相
談
相
手
、

先
輩
保
護
者
」の
意
。

※
２ 

療
育
…
医
療
や
訓
練
、
教
育
、
福
祉
な
ど
を

通
じ
て
、
障
が
い
が
あ
っ
て
も
社
会
に
適
応

し
自
立
で
き
る
よ
う
に
育
成
す
る
こ
と
。

「
理
解
」と「
適
切
な
サ
ポ
ー
ト
」

　

今
、
成
人
し
た
息
子
と
は
同
居
し
て
い

ま
す
が
、
将
来
の
生
活
や
成
年
後
見
人
な

ど
、
学
齢
期
と
は
違
っ
た
問
題
を
抱
え
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、今
後
、施
設
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
で
生
活
す
る
こ
と
に
な
っ
て
も
、
地
域

の
一
員
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

発
達
障
が
い
の
人
に
は
、
周
り
の
人
の

理
解
と
支
援
が
必
要
で
す
。
次
の
こ
と
に

配
慮
し
て
、
接
し
て
く
だ
さ
い
。

① 

ま
ず
話
を
聞
い
て
、
気
持
ち
を
受
け
止

め
る
。

②
で
き
な
い
こ
と
を
叱
ら
な
い
。

③ 

説
明
や
指
示
は
短
い
文
で
。
順
を
追
っ

て
、
具
体
的
に
。

④ 

善
悪
や
ル
ー
ル
、
そ
の
場
に
ふ
さ
わ
し

い
行
動
を
は
っ
き
り
と
教
え
る
。

⑤ 

写
真
や
絵
、
文
字
な
ど
視
覚
的
な
情
報

で
伝
え
る
。

　

時
間
が
か
か
っ
て
も
、
丁
寧
な
サ
ポ
ー

ト
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
人
た
ち
で
す
。

彼
ら
は
、
個
性
的
で
ユ
ニ
ー
ク
な
地
域
の

仲
間
で
す
。
豊
か
で
温
も
り
の
あ
る
暮
ら

し
を
共
に
歩
ん
で
い
け
れ
ば
と
願
っ
て
い

ま
す
。

倉吉市人権政策課
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シリーズ

発
達
障
が
い
の
あ
る
人
が
当
た
り
前
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
へ

第
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落
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放
文
化
祭

【
日
に
ち
】１
月
18
日（
金
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【
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間
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前
９
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５
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【
と
こ
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倉
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来
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小
ホ
ー
ル
お

よ
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ア
ト
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ム

【
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容
】

作
品
展
示

：

１
月
18
日（
金
）〜
20
日（
日
）

実
践
発
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：

１
月
19
日（
土
）午
後
１
時
30

分
〜

講
演
会「
人
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と
平
和
に
つ
い
て
〜
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＆
ト
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ク
〜
」

：

１
月
19
日（
土
）午
後

２
時
20
分
〜

問
人
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政
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課（
あ
２
２
―

８
１
３
０
／
い

２
２
―

８
１
３
５
）

　

「
発
達
障
が
い
」
は
、
外
見
か
ら
は
分
か
り
づ
ら
く
、
周
り
の
人
に
理

解
さ
れ
に
く
い
障
が
い
で
す
。「
親
の
し
つ
け
」
や「
性
格
の
問
題
」
と
誤

解
さ
れ
た
り
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら
発
達
障
が
い
と
診
断
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

発
達
障
が
い
の
人
に
は
、
周
り
の
人
の「
理
解
」と「
適
切
な
サ
ポ
ー
ト
」

が
必
要
で
す
。
今
月
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
鳥
取
県
自
閉
症
協
会
の
杉
本
洋

子
さ
ん
に
、
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

～悩んでいませんか～

【発達障がいの相談機関】

　●倉吉市役所 

　　福祉課（あ２２―８１１８／い２２―７０２０）

　　子ども家庭課（あ２２―８２２０／い２２―７０２０）

　●「エール」発達障がい者支援センター（みどり町）

　　　あ２２―７２０８／い２２―７２０９

 　　 yell@pref.tottori.jp ／ http://www.pref.tottori.lg.jp/yell/

　●ペアレントメンター鳥取（鳥取市瓦町）

　　　あ０８５７―３０―０６７０（平日午前１０時～午後２時）

　　  p-ment@kind.ocn.ne.jp ／ http://p-ment.main.jp/ 
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問学校教育課（あ２２―８１６６／い２２―１６３８）

　

11
月
20
日（
火
）、
倉
吉
未
来
中
心
小

ホ
ー
ル
で「
倉
吉
市
民
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、「
倉
吉
市
１
０
０
年
の
大

計
」と
も
い
え
る「
倉
吉
市
立
小
・
中
学

校
適
正
配
置
等
」
に
つ
い
て
、
市
民
代

表
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
、
学
校
教
育
審
議
会

代
表
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
ど
う

あ
る
べ
き
か
を
議
論
し
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
、
考
え
を
深
め
て
い
こ
う

と
し
た
も
の
で
す
。

　

福
井
教
育
長
の
あ
い
さ
つ
、
池
原
学

校
教
育
課
長
の
経
過
説
明
の
後
、
山
田

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
進
行
に
よ
り
、

小
・
中
学
校
の
適
正
規
模
に
つ
い
て
の

考
え
や
地
域
と
の
関
係
、
通
学
に
つ
い

て
な
ど
の
意
見
を
述
べ
合
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
会
場
か
ら
も
意
見
が
出
さ
れ
、

活
発
な
議
論
と
な
り
ま
し
た
。

【
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
の
意
見
】

▼ 

学
校
再
編
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
・

地
域
住
民
の
意
識
に
ま
だ
ま
だ
温
度

差
が
あ
る
。
い
ろ
い
ろ
な
話
し
合
い

の
場
を
持
ち
、
温
度
差
を
な
く
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
。
地
域
が
ど
れ
だ

け
子
ど
も
た
ち
を
引
き
付
け
る
こ
と

が
で
き
る
か
が
課
題
。

▼ 

急
速
に
進
む
少
子
高
齢
化
に
歯
止
め

が
か
か
ら
な
い
現
状
で
は
、
統
廃
合

は
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
１
学

級
に
20
人
く
ら
い
い
な
い
と
学
級
・

学
校
が
成
り
立
た
な
い
の
で
は
な
い

か
。
跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
障
が
い

の
あ
る
人
の
就
労
施
設
の
よ
う
な
も

の
は
ど
う
か
。

▼ 

長
い
歴
史
を
持
っ
て
い
る
学
校
ば
か

り
な
の
で
、
再
編
に
つ
い
て
の
複
雑

な
気
持
ち
は
わ
か
る
が
、
子
ど
も
た

ち
の
望
ま
し
い
成
長
過
程
を
考
え
る

と
再
編
は
必
要
だ
と
思
う
。
地
域
の

人
が
意
見
を
交
換
し
て
、
50
年
先
、

１
０
０
年
先
を
見
据
え
た
学
校
づ
く

り
を
し
て
欲
し
い
。

▼ 

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
、
生
涯

学
習
・
地
域
教
育
の
た
め
に
も
地
区

に
小
学
校
は
必
要
。
小
規
模
校
は
、

一
人
の
児
童
を
全
教
職
員
で
育
む
こ

と
が
で
き
る
。
切
磋
琢
磨
は
中
学
校

か
ら
で
よ
い
。
地
域
で
学
校
を
ど
う

支
え
る
の
か
話
し
合
え
る
時
間
を
つ

く
っ
て
ほ
し
い
。

▼ 

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
ど
う
い
う

学
校
の
姿
が
一
番
望
ま
し
い
か
考
え

て
答
申
を
行
っ
た
。
３
案
は
絶
対
的

な
も
の
で
は
な
い
の
で
、
よ
り
よ
い

も
の
に
し
て
い
け
ば
よ
い
。
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
・
学
校
が
築
き
上
げ
て
き

た
歴
史
は
重
い
が
、
時
代
の
変
化
に

対
応
し
、
将
来
を
見
通
し
た
教
育
を

考
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

【
会
場
か
ら
の
意
見
】

▼ 

子
ど
も
の
意
見
は
ど
う
な
の
か
。
す
で

に
統
合
し
た
近
隣
の
町
の
保
護
者
や

元
児
童
の
意
見
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
。

▼ 

小
規
模
校
で
あ
る
が
、
現
在
の
姿
で

問
題
が
あ
る
と
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。

む
し
ろ
適
正
規
模
で
は
な
い
か
と
い

う
声
が
強
い
。
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
る

な
ど
き
め
細
か
く
、
十
分
に
意
見
を

聞
い
て
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

▼ 

小
学
校
が
な
く
な
る
と
地
域
が
寂
れ

て
い
く
。
小
学
校
の
再
編
問
題
を
考

え
る
と
き
に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
学

習
環
境
を
考
え
る
の
は
第
一
で
あ
る

が
、
小
学
校
と
地
域
と
の
大
き
な
関

係
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
も
配
慮
し

て
ほ
し
い
。

　　

最
後
に
、
山
田
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

か
ら
、「
子
ど
も
た
ち
の
１
０
０
年
の

大
計
を
本
気
で
考
え
、
さ
ら
に
、
こ
れ

か
ら
の
倉
吉
に
と
っ
て
よ
り
良
い
小
学

校
や
地
域
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
く
と

い
う
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
の
が
い
い
の
で

は
」
と
い
う
助
言
を
得
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
閉
会
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
参
加
者
は
、
約
１
２
０
人
。

会
場
で
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、

83
人
か
ら
回
答
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
う
ち「
推
進
し
て
い
く
べ
き
だ
」が

41
人
、「
推
進
し
な
く
て
よ
い
」が
20
人
、

「
そ
の
他
」が
15
人
で
、
後
は
無
回
答
で

し
た
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
い
た
だ
い
た
ご

意
見
を
参
考
に
し
て
、
検
討
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教育は１００年の大計。市民全体の議論へ
倉吉市民シンポジウム「倉吉市立小・中学校の適正配置等」について

今月の

注目1
High Light

Date 
【コーディネーター】

山田 修平さん（鳥取短期大学学長）

【シンポジスト】

石亀 清和さん（小学校ＰＴＡ連合会会長）

亀井 讓二さん（ 中学校・養護学校ＰＴＡ連
合会会長）

岡野 勝義さん（自治公民館連合会会長）

竺原 晶子さん（青少年育成協議会会長）

小谷 次雄さん（学校教育審議会会長)



2013.1（12）

旬の話題やニュースをピックアップして紹介します。

《児童虐待の防止、配偶者などによる暴力（ＤＶ）の防止にご協力を》
気づくのはあなたの地域の心の目。

問子ども家庭課（あ２２―８２２０／い２２―７０２０）

《防災行政無線・戸別受信機の設置は、お済みですか？》
スムーズな設置へのご協力をお願いします。

問防災安全課（あ２２―８１６２／い２２―１０８７）
　

倉
吉
市
で
は
、
防
災
行
政
無
線

に
つ
い
て
、
悪
天
候
で
は
聞
こ
え

に
く
い
屋
外
放
送
を
補
う
た
め
、

屋
内
で
聞
く
こ
と
の
で
き
る
戸
別

受
信
機
を
、
市
内
に
住
民
登
録
を

し
て
い
る
世
帯
主
へ
、
無
償
で
１

台
、
貸
与
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
戸
別
受
信
機
の
設
置
工
事

に
は
、「
倉
吉
市
防
災
行
政
無
線

施
設
更
新
整
備
工
事
」
を
行
っ
て

い
る
事
業
者（
中
電
工
・
エ
ナ
テ

ク
ス
・
北
村
電
気
特
定
建
設
工
事

共
同
企
業
体
）
が
、
倉
吉
市
発
行

の
身
分
証
明
書
を
持
っ
て
、
各
家

庭
を
訪
問
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

戸
別
受
信
機
で
は
、
次
の
よ
う

な
放
送
が
流
れ
ま
す
。

【
防
災
情
報
】

▼ 

気
象
警
報
が
発
表
さ
れ
た
と
き

《
例
》 「
大
雨
洪
水
警
報
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
の
で
…
」

▼ 

台
風
の
影
響
が
あ
る
と
き

《
例
》 「
台
風
○
号
が
、
○
月
○
日

○
時
ご
ろ
に
鳥
取
県
に
接
近

し
ま
す
。
…
」

▼  

避
難
勧
告
・
避
難
指
示
が
発
令

さ
れ
た
と
き

《
例
》 「
○
町
の
住
民
に
避
難
勧
告

が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
…
」

【
行
政
情
報
】

▼ 

小
・
中
学
校
が
休
校
の
と
き

《
例
》 「
大
雨
洪
水
警
報
が
発
表
さ

れ
、
本
日
、
小
中
学
校
は
休

校
と
な
り
ま
す
」

【
地
区
情
報
】

▼ 

地
区
行
事
の
開
催
、
ま
た
は
中

止
の
お
知
ら
せ

《
例
》 「
本
日
開
催
予
定
だ
っ
た
地

区
運
動
会
は
、
雨
の
た
め
中

止
し
ま
す
」

【
自
治
公
民
館
情
報
】

▼ 

会
議
な
ど
の
開
催
、
ま
た
は
中

止
の
お
知
ら
せ

《
例
》 「
○
月
○
日
○
時
よ
り
、
子

ど
も
会
が
開
催
さ
れ
…
」

▼ 

お
祭
り
な
ど
の
開
催
、
ま
た
は

中
止
の
お
知
ら
せ

《
例
》 「
○
月
○
日
○
時
よ
り
、
○

○
神
社
の
子
ど
も
み
こ
し
が

開
催
さ
れ
…
」

世帯分離をしている場合の
設置条件の変更について

　防災行政無線・戸別受信機の配布について

は、これまで、同一の住居で、世帯が２つ以

上に分かれている場合（世帯分離）、１台のみ

配布することとしていました。

　しかし、自治公民館加入世帯の配布がおお

むね終わり、配布時に寄せられた意見を集約

したところ、「世帯分離をしていて生活エリア

が異なるため、もう１台設置できないか」と

の意見が多くありました。

　これにより、世帯分離している場合は、も

う１台追加して配布することにしましたので

お知らせします。

申込方法：電話申込

問中電工・エナテクス・北村電気特定建設工事共同企
業体（あ２４―５６２３（２４時間受付））

【女性に対する暴力（ＤＶ）の相談機関】

・市役所子ども家庭課（あ２２―８１２０）

・ 中部総合事務所福祉保健局「心と女性の相談室」　　　
（あ２３―３１４７、またはあ２３―３１５２）

・鳥取県男女共同参画センター 「よりん彩」相談室（あ２３―３９３９）

【児童虐待の相談機関】

・市役所子ども家庭課（あ２２―８１２０）

　（夜間・休日は転送電話対応）

・ 倉吉児童相談所（あ２３―１１４１）

　

ま
た
、
配
偶
者
な
ど
に
よ
る
暴

力（
Ｄ
Ｖ
）は
、
重
大
な
人
権
侵
害

で
あ
り
、
深
刻
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
の
被
害
者
の
多
く
が
女
性

だ
と
言
わ
れ
て
お
り
、
Ｄ
Ｖ
を
受

け
た
人
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
目

撃
し
た
子
ど
も
に
も
大
き
な
影
響

を
残
す
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
を
受
け
た
り
、
見
た
り
聞

い
た
り
し
た
場
合
は
、
一
人
で
悩

ま
ず
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

児
童
虐
待
は
、
家
庭
と
い
う
外

か
ら
は
見
え
に
く
い
場
所
で
行
わ

れ
る
こ
と
が
多
く
、
子
ど
も
の
心

や
体
の
成
長
・
発
達
に
深
刻
な
影

響
を
与
え
ま
す
。
ま
た
、
発
見
が

遅
れ
る
こ
と
に
よ
り
被
害
が
深
刻

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

身
近
に
い
る
子
ど
も
の
様
子
が

お
か
し
い
、
気
に
な
る
と
感
じ
た

り
、
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る

子
ど
も
を
見
つ
け
た
ら
、
迷
わ
ず

に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
通
告

者
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。



（13）平成 25.1

《宝くじの助成金で整備した事業を紹介します》
自治公民館などの活動を支援するコミュニティ助成事業を紹介します。

問総合政策課（あ２２―８１５９／い２３―３７０１）

【昭和町自治公民館】

除雪機、防犯灯

【大谷自治公民館】

遊具（ベンチ、鉄棒）、フェンス

【津原自治公民館】

公民館備品（座卓、トランジスタメガホン、座布団、

座椅子、テント、折りたたみイス、プロジェクター、

炊飯器、オーブンレンジ、折りたたみベンチ）、祭

り用備品（はっぴ一式、大のぼり一式）、除雪機

【不入岡自治公民館】

公民館備品（パイプテント、エアコン、冷蔵庫、プ

ロジェクター一式、ノートパソコン、インクジェッ

ト複合機、湯沸器）、祭り用備品（はっぴ、アイス

シェーバー、鉄板調理器具、たこ焼き台セット一式）

一般コミュニティ助成事業

 
ぇ

地方配送いたします。
３，８００円/10ｋｇ

一般コシヒカリ ３，５００円/10ｋｇ

三朝コシヒカリ

奥出雲はざかけ
コシヒカリ

３，７００円/10ｋｇ

３，２００円/10ｋｇコシヒカリブレンド

玄米 ２，８００円/10ｋｇ
モチ米４００円/1ｋｇ

（アメダス観測所タワー西側）／

小鴨コシヒカリ ３，７００円/10ｋｇ

倉吉市越中町2095-1 

（財団法人自治総合センター）

地域防災組織育成助成事業

【津原自衛消防団】
小型動力ポンプ、ホース、防火服、折畳リヤカー、

簡易担架、ラジオ付ライト、ヘッドライトなど

　自主防災組織の活

動を推進するととも

に、地域の防災力の

向上を図るため整備

されたものです。

問防災安全課

　（ あ２２―８１６２／

い２２―１０８７）


